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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

［現状］

• 本市の人口は、 H17年からR1年にかけて全体として微増傾向にあるが、那覇市に近い西側で

は都市化が進み、人口増加が見られるものの、東側では少子高齢化が進み、生産年齢層が

減少している。そのため、市内でも中学校の在籍生徒数に開きがあり、小規模校〜大規模校と

地域によって差が出ている。

• 本市中学校は、市内に5校あり、うち1校が離島にある。なお、高等学校がないことから、中学校

卒業後は市外の学校に進学する流れとなっている。

• 中学校部活動においては、教員及び部活動指導員、外部指導員を中心に指導が行われてお

り、教員の長時間労働是正や業務負担軽減の検討が必要となっている。

グラフ等データ
※出典も要記載

人口 46,474人 部活動数 45部活

公立中学校数 5校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置予定あり

公立中学校生徒数 1,612人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定に向けて準備中

［課題］

• 市内にスポーツ団体が少なく、生徒たちは近隣地域のスポーツクラブに通う生徒もいるため、地域

クラブの受け皿となる民間団体や生徒と保護者の信頼を得られる指導者がどの程度いるのか調

査・検討が必要。

• 市内教員・生徒・保護者等における部活動やスポーツ・文化活動の実態把握ならびに地域移

行に対する意識（考え方・負担イメージ等）がどの程度あるのか把握が必要。

南城市人口推移

※出典：南城市の地域課題（南城市企画部まちづくり推進課）資料より抜粋

南城市の人口ビジョン

※出典：第2期「南城ちゃーGANJUCITY創生戦略」より抜粋
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼運営体制図（市区町村における推進体制図） ▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（教育指導課・生涯学習課）

・ 地域移行の推進

・ 庁内および地域連携

・ 勉強会の設置（事務局）

・ 学校との調整業務

⚫ 首長部局（まちづくり推進課・観光商工課・財政課）

・ 庁内および地域連携

・ 勉強会への参加

11月 12月 1月 2月

委託事業者契約 ●

実態アンケート調査

勉強会（2回） ● ●

対象校・部活動選定

指導者確保

地域クラブ実証準備

地域クラブ実証

アンケート調査の実施 ●

事業終了 ●

教育委員会

勉強会

委託事業者
（スポーツデータバンク沖縄（株））

首長部局
［まちづくり推進課・

観光商工課・財政課］

中学校

体育協会

地域スポーツ団体

委託・連携

連携

参加

参加

連携

・ 地域移行の推進
・ 庁内・地域連携
・ 勉強会の設置 他

地域クラブ活動実証

地域指導者
（外部指導員）

中学校

連携

参加

運営

連携

設置

指導・運営

・ 各種調査・分析
・ 勉強会の運営
・ 地域クラブ活動実証運営
・ 地域指導者連携・管理 他
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 1校 地域クラブ活動に取り組んだ種目 サッカー,男子バスケットボール,女子バスケットボール,野球・・・

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

1部活 バレーボール 女子バレーボール

拠点校名 玉城中学校

地域クラブ活動に移行
した部活動数

1部活

地域クラブ活動で実施
した種目

女子バレーボール

運営主体名 スポーツデータバンク沖縄（株）

運営類型 地域スポーツ団体等運営型
（民間スポーツ事業者運営型）

１か月あたりの平均的な
活動回数

バレーボール：月2回程度

指導者の主な属性 競技連盟所属者
（対象部活動 外部指導者）

活動場所 学校体育施設

主な移動手段 徒歩

１人あたりの参加会費等
（年額）

バレーボール:0円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要 ▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

主な取組例

南
城
市
教
育
委
員
会

業務委託

外部指導員

指導者
玉
城
中
学
校

参加・連携

・勉強会を開催
・各種調査・分析
・モデル事業の運営

地域クラブ（モデル事業）

民
間
事
業
者
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

• 運営主体を民間企業（スポーツデータバンク沖縄株式会社）に委託

• 指導者による地域クラブの指導（練習・練習試合）

• 成果と課題を抽出するため生徒・指導者へアンケート調査の実施

• 庁内及び外部団体等も含めた勉強会の実施（次年度検討委員会設置を検討）

取組事項

［女子バレーボールクラブの設置（実証）］

実証として、市内1校1部活動を地域クラブとして実施。実証に向けた調整・準備

により2回の実施となったが、参加生徒からの評価としては、「満足」が100％であった。

一方で、顧問教員がいないなかでのクラブ参加については、「不安はない」が50%

であったが、もう50％が「不安」「どちらかというと不安」「指導はなくても居てもらえると

安心する」との回答であった。

なお、 「指導はなくても居てもらえると安心する」については、顧問教員がいない際に

大会参加ができるのか不安という回答であり、地域クラブとしての大会参加について

も整理が必要である。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

普段より当該部活動の外部指導者として入っている指導者が地域クラブの指導者として担当をしたため、スムーズに指導を実施することができた。

また、2回のうち1回は高校との練習試合（合同練習）を行い、指導者による帯同と指導を行い、高校生との交流した取り組みとすることがで

きた。

特に
工夫した
事項

今年度は実証までの準備期間がしっかりと設けることができなかったため、地域クラブの開催に向けた必要準備ができなかった。

次年度は、地域クラブ対象の拡充と実施に向けた必要準備を行い、地域クラブの回数を増加させることで、より課題の抽出や可能性の検討を

行うことを目指す。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

• 地域スポーツ団体等への研修のあり方及び地域クラブへの参入や協力・連携の可能性調査の実施取組事項

［指導者の質：研修の実態］

市内のスポーツ団体へ「所属の指導者に対する研修の内容」について、アン

ケート調査を実施した。

回答のあった団体では、ライセンス取得の義務化を設けている団体がある一方、

研修においては実施しておらず、情報の発信に留まっている団体があることがわ

かった。

［指導者の量：地域クラブとしての協力・連携の可能性］

調査を行った5団体のうち回答のあった3団体における、地域クラブの活動条

件では、「指導人材の確保・研修」「謝金や活動費の確保」などがあげられた。

連携の可能性においては、「現状では難しい」と回答があったが、今年度はアン

ケート調査であったため、具体的な内容の説明が行えない中での調査となったこ

とから、条件の整備と合わせて、次年度は調査対象先の拡大と具体的な説明

の実施等を行い、連携団体の確保を目指す。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

• 調査を踏まえた団体連携に向けた条件整備及び市内関係団体への具体的な説明による連携の可能性検討や確保を目指す。

• 地域クラブの指導者に向けた指導者研修を整備し、指導者の質の保証や指導者の育成を目指す。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ウ：関係団体・分野との連携強化

• 庁内及び外部団体等も含めた勉強会の実施（次年度検討委員会設置を検討）取組事項

今後、本市の部活動地域移行に関する検討を行うため、検討委員会の準備として

2回の勉強会を実施した。

①庁内関係課等を含めた勉強会の開催

第一回の勉強会では、担当課だけでなく、今後庁内で連携が必要な課担当に参

加をいただき、県統括コーディネーターによる地域移行に関する背景や必要なことな

どの説明及び意見交換を実施した。それにより、庁内での課題意識及び今後必要

なことのコンセンサスを合わせることができた。

②庁内及び外部団体（ステークホルダー）を対象とした勉強会の開催

第二回勉強会では、庁内参加者だけでなく、地域のステークホルダーも参加して

いただくことで、南城市の実態や次年度以降に向けた取り組みについての意識合わ

せができ、次年度の検討委員会の準備の会とすることができた。

• 県統括コーディネーターによる地域移行に関する国の動きと背景の説明

• 生徒、保護者、教員、地域団体等へのアンケート調査の結果報告

• 地域移行に向けた意見交換

取組の
成果

※出典：勉強会提示資料より抜粋

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

• 市内団体を中心とした実施主体（受け皿）や人材の確保

  体育協会や総合型地域スポーツクラブ、各種団体との連携による指導者等の確保

 求める人材像の検討、人材バンクの設置検討

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：オ：内容の充実

• 教員、生徒、保護者への部活動及びスポーツ・文化活動に対する実態調査の実施

• 生徒、保護者等へのニーズ調査の実施
取組事項

［教員への意識調査／兼職兼業について］

• 学校部活動における負担感について「負担」「どちらかというと負担」の回答は

86.3％であった。なお、負担の内容については、「休日の部活動指導」「平日の

部活動指導」「大会運営や引率」が13〜16％と多くあがっていた。

• 地域クラブへの関わり方については、「休日は地域の指導者として関わりたい（兼

職兼業）」が9.3％、「できる範囲で関わってもよい」が13.3％であった。

• 地域移行については、推進に対する期待の意見がある一方、仕組み（体制・責

任・財源等）や人材確保などへの懸念する意見が多くあげられた。また、スポーツ

だけでなく文化部についても検討をしてほしいという要望もあげられた。取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：オ：内容の充実

［生徒・保護者への実態・ニーズ調査］

• 学校部活動に代わる活動の希望については、「現在の学校部活動と同じ競技や

活動がしたい」との回答が38.6％であったが、最も多い回答は「休日の活動は希

望しない」の39.8％であった。

• 「今後、学校部活動・各種スクール・習い事以外の活動として参加してみたい競

技・ジャンル（ニーズ調査）」では、部活動等で行っている競技が多くあげられて

いるが、そのなかでも「eスポーツ」や「軽音楽（ギター、ドラム等）」が上位に入っ

ており、スポーツ系のなかで学校部活動にない種目では「ダンス」が4.7％で上位

の回答となっている。

• 生徒及び保護者に対しそれぞれ「学区外の超えた地域クラブを実施する場合の

参加希望」を調査した結果、生徒は「参加したい」「どちらかというと参加したい」が

52.2％に対し、保護者は71.4％といった結果であった。

• 「休日の学校部活動を地域クラブに移行することに対して期待すること」について、

保護者・教員の回答の中で「専門的な指導が受けられる」が13〜15％であった

が、一方生徒は5％であったため、地域クラブのあり方（考え方・指導者の属性

等）について、調査結果を踏まえての検討が必要である。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

• 本市ではこれまで部活動やスポーツ・文化活動の実態及び地域移行の意識調査は行っていなかったため、今年度調査結果を踏まえ、地域

クラブの設置及びそれに伴う各種必要事項の整理を検討し設置を目指す。

• ニーズ調査については、既存部活動種目でない活動（多様なスポーツ機会）の創出ができる環境づくりを検討する。

今後の
課題と
対応方針

0.5%

0.6%

0.6%

0.9%

1.1%

1.1%

1.1%

1.3%

1.4%

1.4%

1.4%

1.5%

1.8%

2.3%

2.4%

2.4%

2.5%

2.7%

2.7%

3.4%

3.4%

3.4%

4.5%

4.5%

4.7%

4.8%

5.3%

5.3%

5.3%

5.7%

6.0%

6.2%

8.0%

0.0% 5.0% 10.0%

ラグビー

アーバンスポーツ(スケートボード、BMX)

その他

柔道

書道

剣道

空⼿

ソフトボール

年間で複数種⽬・活動を体験したい

ハンドボール

合唱

陸上競技

演劇

スケートボード

フットサル

茶道・華道

スイミング

英会話

参加したくない

テニス

美術

ピアノ等の楽器

野球

卓球

ダンス

パソコン（IT、ICT、プログラミング含む）

バレーボール

軽⾳楽(ギター、ドラム等)

サッカー

特にない

バスケットボール

eスポーツ

バドミントン
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：カ：参加費用負担の支援等

［受益者負担に関する保護者意識調査］

保護者に対し、受益者負担に対する理解度及び負担額の相場等について調査を

実施した。

●休日の学校部活動を地域クラブに移行する際の費用負担（理解度）

「理解できる」との回答が73.2％であり、一定の理解を得られることがわかったが、

課題として、ひとり親家庭による負担の難しさやそれによるスポーツ格差が生まれてし

まう可能性があることへの危惧等の声があった。

●地域クラブ活動が受益者負担になった場合に負担できる金額感（月額）

最も多い回答は「500円〜1000」の24.1%であったが、〜2,000円、〜3,000

円についても20％前後の結果であった。なお、学校部活動における部費・旅費以

外の保護者負担については、「1〜5,000円」が20.9％、「5,001〜10,000円」

が19.8％と学校部活動における負担額も一定あることも把握することができた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

• 受益者負担については一定の理解を得られることがわかったため、金額等の整理や仕組みの検討を行い、参加費徴収の実施を目指す。

• 子どもたちの体験格差が生まれないよう、生活困窮家庭に対する支援の検討及び整備を目指す。

• 受益者負担以外の財源確保の手法をコーディネーターや民間事業者と連携し検討すること、それに伴う関係課との連携を目指す。

今後の
課題と
対応方針

休日の学校部活動を地域クラブに移行する際の費用負担

地域クラブ活動が受益者負担になった場合に負担できる金額感（月額）
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【勉強会提示資料：アンケート調査結果（速報値）】
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真）

【活動の様子①：事業説明】 【活動の様子②：練習】

【活動の様子③：練習試合】 【活動の様子④：練習試合】
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２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

勉強会の開催
スポーツ・文化活動実態

アンケート調査の実施

モデル事業実施

アンケート調査・分析

検討委員会の設置

地域クラブの実証
方向性の検討

［令和5年度］

●ステークホルダー

教育委員会・首長部局・委託事業者・中学校・外部指導員・体育協会・

総合型地域スポーツクラブ

●経過

• 実証事業を行う準備を開始

• 外部指導者を指導員とする地域クラブの実証が決定

• 実証事業の実施

• 全生徒・全教員を対象としたアンケート調査・分析を実施

• 勉強会（全2回）の実施

• 実証終了後のアンケート調査を実施

●実施にあたって生じた課題

• 実施主体（受け皿）及び人材の確保・研修

• 地域クラブの設置（実証数・回数）

• 教員や保護者への周知

●実施内容、工夫した点 等

• 民間事業者への委託による事業実施

• 市内の現状とニーズの把握

令和5年 令和6年

［令和6年度（想定）］

●ステークホルダー

教育委員会・首長部局・委託事業者・中学校・外部指

導員・体育協会・小学校・商工会・観光協会等

●取組み予定

• 検討委員会の設置

• 実証事業の実施（各校での実施）

• 方向性（ロードマップ）の検討・提示

• 受益者負担も含めた財源確保の検討

• 近隣地域との連携協議
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

令和5年度 令和6年度 令和7年度

推進計画

検討委員会の設置・運営（R5年勉強会）

庁内（首長部局課）との連携強化

地域クラブ方針・定義付け

推進計画の検討・策定

推進計画の周知

実施主体・統括団体

実施主体の基準づくり

実施主体の認定手順

地域団体等との連携・協議

実施主体の認定

実施主体による運営

統括団体の設置

指導者

指導者基準・条件の整理

研修・認証制度の整理

人材バンクの設置・募集

兼職兼業の整理

人材バンクの運用

参加費・財源

地域クラブ運営費の試算

参加費の検討・設定

低所得者世帯への支援方法

寄付・基金の設置

参加費収入・寄付受入

活動施設

学校施設利用方法の見直し

公共施設・民間施設の利用

その他

大会参加

移動（モビリティ）

オンライン指導



【沖縄県石垣市】
令和５年度地域スポーツクラブ活動体制整備事業
（運動部活動の地域移行に向けた実証事業）

自治体名 沖縄県石垣市

担当課名 代表理事 新谷敦史

電話番号 0980-87-0898
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１．自治体の基本情報

基本情報

地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

・石垣市の人口は50,176人、市内に９校の中学校に1,699名が在籍、内3校は規模の大きな学

校(424名,565名,588名)、他は規模の小さな学校(52名〜3名)。小規模校では、部活動の種

目の選択肢も限られてくる。また、大規模の中学校は市街地中心部に集中し、中心部から離れた位

置に小規模校が点在、移動も車で30〜50分程の距離にある。

・市内77の部活動に対し、顧問数79名、部活動指導員２名、外部指導者39名。

・令和元年65.8%だった部活動加入率が令和5年には53.7%に減少している。(文化系部活動を

除く)

・市内にはクラブチームも多数存在するが、どのチームも部活動地域移行については興味はあるがどの

ように取り組んだら良いか状況がわかっていない。

人口 501,76人 部活動数 77部活

公立中学校数 9校 市区町村の協議会・検討会議
等の設置状況

設置済

公立中学校生徒数 1,699人 市区町村の推進計画・ガイドラ
イン等の策定状況

策定に向けて準備中

石垣市公立中学校分布

大規模中学校

小規模中学校

川平中学校

崎枝中学校

伊原間中学校

白保中学校

富野中学校

名蔵中学校

石垣中学校

石垣第二中学校
大浜中学校

市街地中心部
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２．実証内容と成果

運営体制・役割

年間の事業スケジュール

▼行政組織内での役割分担

⚫ 教育委員会（学校教育課）

市内中学校との情報共有。教職員、管理職への部活動地域移行の

実態調査アンケート実施。

⚫ 首長部局（スポーツ交流課）

総合型地域スポーツクラブの活動支援。石垣島スポーツコミッションとし

ての協力支援。地域おこし協力隊の活用に向けての制度設計。

6/14 第1回石垣地区検討会議 石垣市教育委員会、石垣市スポーツ交流課、一般社団法人石垣島アスリートクラブ

7/25 第2回地域コーディネーターミーティング(オンライン) 石垣市教育委員会、石垣市スポーツ交流課、沖縄県教育庁保健体育課
沖縄県統括コーディネーター、一般社団法人石垣島アスリートクラブ

8/17 第2回石垣地区検討会議 石垣市教育委員会、沖縄県統括コーディネーター、一般社団法人石垣島アスリートクラブ

9/12 第3回石垣地区検討会議 石垣市教育委員会、一般社団法人石垣島アスリートクラブ

9/15 部活動地域移行実証事業(陸上競技部門) 実施検討会議 八重山郡陸協、八重山郡マスターズ、石垣中学校陸上部顧問、地域指導者

10/29 ★第１回アスリートアカデミー(陸上競技部門)スタート

10/24,31
11/7

部活動地域移行実証事業(サッカー部門)実施検討会議 サッカー部門指導者

11/19 ★第１回アスリートアカデミー(サッカー部門)スタート

1/26 八重山郡中体連実践発表会にて部活動地域移行の現状について報告 石垣市教育委員会、一般社団法人石垣島アスリートクラブ

2/13 実証事業 実施報告会 石垣市教育委員会、石垣市スポーツ交流課、一般社団法人石垣島アスリートクラブ

▼運営体制図（石垣市における推進体制図）

一般社団法人石垣島アスリートクラブ

石垣市教育委員会

・石垣島アスリートアカデミー開催の学校周知
・兼職兼業についての受け入れ調整
・中体連との連絡・調整

石垣市スポーツ交流課

・総合型地域スポーツクラブ活動の
体制整備、登録認証

・石垣島スポーツコミッションとしての部活動
地域移行に向けての協力体制整備

・地域おこし協力隊活用への協力

連携連携

市内中学校

連絡調整

市内県立高等学校

連絡調整

八重山郡陸上競技協会

連絡調整

・地域指導者の協力

沖縄県
事業委託



4

２．実証内容と成果

地域スポーツクラブ活動の運営実績

拠点校数 地域クラブ活動に取り組んだ種目 陸上競技、サッカー

地域クラブ活動に取り
組んだ部活動数

2部活

参加中学校 石垣中学校、石垣第二中学校
大浜中学校、川平中学校

地域クラブ活動で実施
した種目

陸上競技、サッカー

運営主体名 一般社団法人石垣島アスリートクラブ

運営類型 地域スポーツ団体運営型
（総合型地域スポーツクラブ運営型）

１か月あたりの平均的な活
動回数

陸上競技：月4回程度
サッカー：月4回程度

指導者の主な属性 総合型地域スポーツクラブ指導者・地域指導者

活動場所 石垣市中央運動公園陸上競技場(陸上競技)
沖縄県立八重山商工高等学校グランド(サッカー)

主な移動手段 現地集合・解散

１人あたりの参加会費等
（年額）

陸上競技：1,000円
サッカー：1,000円

１人あたりの保険料 スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年

指導者１人あたり：1,850円/年

▼活動概要

主な取組例

▼運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

石垣島アスリートアカデミー

練習指導

八重山商工高校

・会費・保険代支払い

練習指導

・指導者金の支払い
・保険の加入

一般社団法人石垣島アスリートクラブ
総合型地域スポーツクラブ(運営主体)

沖
縄
県 業務委託

石垣市教育委員会

連携

・石垣島アスリートアカデミー開催の学校周知
・兼職兼業についての受け入れ調整
・中体連との連絡・調整

石垣市スポーツ交流課

・総合型地域スポーツクラブ活動の
体制整備、登録認証

・石垣島スポーツコミッションとしての部活動
地域移行に向けての協力体制整備

・地域おこし協力隊活用への協力

地域指導者登録

石垣中学校 石垣第二中学校 大浜中学校 川平中学校

参加者
(中学生)

参加者
(高校生)地域指導者

高校部活動
指導者

連携

指導者派遣

・学校グランドの利用許可

連携
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

１．総括コーディネーターを配置し、石垣市教育委員会、石垣市スポーツ交流課、地域クラブ等との連絡調整、情報交換等を行った。取組事項

１．6月〜9月上旬には 石垣市教育委員会、石垣市スポーツ交流課との連絡調整を中心に活動し石垣市の現状把握に努めた。
２．7月〜9月石垣島アスリートアカデミー活動開始に向けて地域指導者への声掛け、実施方法の検討、9/15の実施検討会議の開催を行った。
３．石垣市に合宿に来る陸上選手へ指導協力を依頼し、アスリートアカデミー特別講師としてトップアスリートによる陸上教室を実施した。
４．各地への視察 インターネットや資料から得られた情報を基に、石垣市に必要となりそうな先進地へ視察に向かった。

①ツノスポーツコミッション → 石垣島スポーツコミッションの活動予算を活用し地域おこし協力隊の活動を視察
②九州ブロックネットワークアクション2023 → 総合型地域スポーツクラブの九州ブロック会議へ参加 (自費)、総合型地域スポーツクラブの部活動
改革への関わり方についての研修に参加した。

③ひのスポーツアカデミー → 民間企業(陸上競技実業団)が地域指導者として部活動地域移行へ関わるモデルの視察を行った。
④部活動地域移行先進地視察(鹿児島→長崎→佐賀)へ県視察団として参加し、各先進地での取組から参考となる事例を聞き取りした。

５．地域への活動周知活動をおこなった。
①部活動地域移行座談会へ参加し、地元紙新年号へ掲載 ②与那国町へ訪問し情報交換 ③八重山郡中体連実践発表会にて現状報告

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

6/14 第1回石垣地区検討会議 石垣市教育委員会
石垣市スポーツ交流課

6/15 第1回地域コーディネーターミーティング 沖縄県統括コーディネーター

7/25 第2回地域コーディネーターミーティング(オ
ンライン)

石垣市教育委員会/石垣市スポーツ交流課
/沖縄県教育庁保健体育課/沖縄県統括
コーディネーター

8/17 第2回石垣地区検討会議 石垣市教育委員会/沖縄県統括コーディ
ネーター

9/9 第3回地域コーディネーターミーティング 沖縄県統括コーディネーター/沖縄県教育庁
保健体育課

9/12 第3回石垣地区検討会議 石垣市教育委員会

9/15 部活動地域移行実証事業(陸上競技
部門) 実施検討会議

八重山郡陸協/八重山郡マスターズ/石垣
中学校陸上部顧問/地域指導者

10/29 ★第１回アスリートアカデミー(陸上競技部門)スタート

10/24,31
11/7

部活動地域移行実証事業(サッカー部
門)実施検討会議

サッカー部門指導者

11/19 ★第１回アスリートアカデミー(サッカー部門)スタート

12/4 ★ツノスポーツコミッション(宮崎県)視察 地域おこし協力隊の活用について

12/9
12/10

九州ブロックネットワークアクション2023(大分県)参加 地域への想いは運動部活動改革をどのように加速させ
るか？

12/11 ひのスポーツアカデミー(東京都)視察 企業との協力による部活動地域移行(コニカミノルタ株式会社)

12/19 ★部活動地域移行座談会(八重山毎日新聞主
催)→2024年新年号に掲載

石垣市教育委員会、部活動地域指導者

12/21 与那国町部活動地域移行 情報交換 与那国町役場/与那国町教育委員会/与
那国中学校/久部良中学校

12/23 ★第9回アスリートアカデミー トップアスリートによる陸上教室 東田旺洋選手(セキショウアスリートクラブ)

1/7 ★第13回アスリートアカデミー トップアスリートによる陸上教室 角山貴之選手(プロアスリート)

1/16-
1-18

部活動地域移行先進地視察 (鹿児島ー長崎ー佐賀) 沖縄県保健体育課、宜野座村教育委員
会、沖縄県統括コーディネーター

1/26 八重山郡中体連実践発表会にて部活動地域移行の現状に
ついて報告

石垣市教育委員会、八重山地区小・中学
校部活動顧問・外部コーチ
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

１．石垣市との連携において、地域スポーツクラブを担当するスポーツ交流課との連携において、石垣島スポーツコミッションの事業内容に

今後、部活動の地域移行に関しての取組を入れられるように調整しながら話を進めていった。

２．宮崎県都農町にてツノスポーツコミッションの視察を行い、地域おこし協力隊の活動について聞き込みを行い、石垣市において、委託

型の地域おこし協力隊の活動を部活動の地域移行における、総合型地域スポーツクラブの起ち上げに活用できるよう調整を進めた。

３．石垣市における部活動の地域移行への取組状況を周知していくための活動として、地元紙(15,000部発行)の新年号に掲載された

「部活の在り方座談会」に石垣市総括コーディネーターとして参加し、取組について市民に情報を発信した。

４．石垣市に合宿のため県外から来島する、スポーツ選手と調整を行い部活動地域移行の取組に特別講師として参加いただけるよう調

整を行った。

５．第２７回中体連実践報告会(八重山中体連)において「部活動の地域連携や地域スポーツ活動移行について」石垣市教育委員会

指導主事 荷川取健 氏とともに発表、R5年度の石垣市における実証事業についての報告を行った。

特に
工夫した
事項

１．実証事業を開始するまでに、本事業の仕組みを理解することにとても
時間を要してしまった。教育委員会担当者との相談連携はできたが、
組織としての連携まで制度を整えることができなかった。

２．地域おこし協力隊の制度確認、活用方法等検討を進めることができ
たが、まだ募集、採用には至っていない。担当部局と調整を今後も進
めていく。

３．部活動を指導する教職員、部活動指導員、外部指導者への現状
調査、課題確認等を進めることができなかった。次年度以降、アンケ
ート調査、説明会等の実施を行いたい。

４．選手たちの合宿計画が決定してからしか、実施計画をたてることができ
ないため、できるだけ早めの選手との調整を心がける必要がある。

５．実践発表会へは参加していない部活動種目もあったため、中体連専
門部会等で専門部長への説明を行い、そこから各部活動顧問へ連
絡という体制も検討の必要がある。

今後の
課題と
対応方針

八重山毎日新聞 令和６年1月1日号
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

２．総合型地域スポーツクラブの体制、実施主体としての整備について検討した

地域おこし協力隊の活用についての検討し、宮崎県都農町 ツノスポーツコミッションへの視察をおこなった取組事項

・地域おこし協力隊を石垣市における部活動地域移行を受け入れるための受け

皿となる総合型地域スポーツクラブの設立のための、事務局員として役立てること

ができないか？ということを石垣市スポーツ交流課と検討。

・地域おこし協力隊を活用した「スポーツによるまちづくり」の成功事例を持つ、宮

崎県都農町のツノスポーツコミッションを訪れ、その仕組について学び、石垣市にお

ける部活動地域移行のために、地域おこし協力隊を有効活用する方法の情報交

換を行った。

・ツノスポーツコミッション代表理事 石原英明氏に石垣島へ来島いただき、地域お

こし協力隊の活用方法についてのアドバイザーを受けた。

取組の
成果

・石垣市の部活動地域移行をより広く受け入れるためには、新しいカタチの総合型地域スポーツクラブの設立が必要と考え、その設立に必

要な人材を地域おこし協力隊を活用を計画。

委託型の地域おこし協力隊の活用により、柔軟に対応できる体制を整えるよう準備を進めている。

・市内中学校全体の部活動の受皿となるべく総合型地域スポーツクラブの設立に向けての構想図(次ページ)を作成した。

特に
工夫した
事項

地域おこし協力隊の制度確認、活用方法等検討を進めることができたが、まだ募集、採用には至っていない。担当部局と調整を今後も進めて
いく。地域おこし協力隊員の採用にあたり、まだ部活動地域移行に関する知識や経験をもった人材が少ないため、適任者の選抜において、検
討が必要になってくる。大学等でこの分野について専門的に学んでいる生徒も視野に入れて行くことが大切と考える。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：ア．関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

石垣市における運動部活動の受皿となる総合型地域スポーツクラブ 設立構想図

クラブを支えてくれるスポンサー・地元企業スポンサー

◯◯法人 石垣島スポーツネットワーク(仮称) 組織図 理事会

育成協議会

直轄運営教室部門
(地域おこし協力隊)

既存クラブ部門

事務局
(クラブマネジャー/地域おこし協力隊)

一
般
社
団
法
人

石
垣
島
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

部活動地域移行部門

陸
上
部

サ
ッ
カ
ー
部

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

マ
ル
チ
ス
ポ
ー
ツ
部

(

ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
・

モ
ル
ッ
ク
等)

石
垣
島
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

事
業
協
力

市
民
向
け
健
康
体
操
教
室

石
垣
島
マ
ラ
ソ
ン

事
業
協
力

ス
タ
ー
発
掘
事
業

・
測
定
会

収益事業運営部門
指導者派遣

・週末の活動を基本として市内の中学生が通いやすい
料金体制、活動時間、活動場所にて実施

・活動時間/場所/活動会費は各クラブで設定する
・活動場所の調整等は事務局からの調整補助を受けられるようにする

理事長・理事・監事

・加盟既存団体の代表・部活動地域移行コーディネーター
・石垣島スポーツコミッション・石垣市スポーツ交流課
・石垣市教育委員会

練習会場/補助金/助成金等の調整協力

石垣市のスポーツを支える総合型地域スポーツクラブの新設

地域指導者バンク

指導者派遣

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

総合型地域スポーツクラブ活動助成の活用(日本スポーツ振興センター)

石垣市における現状を検討し全て部活動の受皿となる総合型地域スポーツクラブの設立が必要ではないかという事で、その設立構想図を作成した。
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

１．陸上競技地域活動をしている方への地域指導者としての登録呼びかけ取組事項

１．陸上競技に置いては、現在も選手として年間通して練習活動を行っている地域の方々に、

中学生の部活の地域指導者としての活動に興味を持っていただけるよう声掛けを行い、実施

検討会議に参加いただき、部活動地域移行の今後の取組課題等の情報共有を行い、今

年度は賛同いただけた10名の選手に地域指導者としての登録を行ってもらった。

２．地域指導者の所属先は会社員・自営業(50%)、教職員・公務員50%というなった。

教職員・公務員の指導者には兼職兼業の届け出もおこなった。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・指導においては、陸上競技クラブチームとして活動している、一般社団法人石垣島アスリートクラブのコーチ・スタッフが必ず一人は指導スタッフ

として入り、全体の練習メニュー調整や指導者間の事前打ち合わせ、指導中の選手一人ひとりへの細かいサポートに努めた。

・地域指導者はクラブコーチからの指導助言ももらいながら、指導力向上に努め、中学生への実践指導を通しながら、指導者としての実技講

習も兼ねて行っていった。

特に
工夫した
事項
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

２．トップアスリートの活用取組事項

１．陸上競技に置いては、現在も選手として年間通して練習活動を行っている地域の方々に、中学生の部活の地域指導者としての活

動に興味を持っていただけるよう声掛けを行い、実施検討会議に参加いただき、部活動地域移行の今後の取組課題等の情報共有を行

い、今年度は賛同いただけた10名の選手に地域指導者としての登録を行ってもらった。

２．石垣島には冬季(12月〜3月)に多くのトップアスリートが全国から、冬季合宿のため来島する。R5年に石垣島スポーツコミッションを

起ち上げ、合宿選手のワンストップ管理を行ってきている。来島する選手への合宿サポートの対価として、地域の子どもたちへのスポーツ指

導の依頼も行っている。その活動として、今年度2名の陸上選手に石垣島アスリートアカデミーの特別講師として指導に参加いただいた。

指導に参加した、地域指導者はトップアスリートから指導のコツを学ぶこともできた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

東田旺洋選手(セキショウアスリートクラブ)による陸上教室
自己ベスト:10”16 
主な戦歴 2022年日本選手権100m決勝進出

2019年国民体育大会100m優勝

角山貴之選手(プロアスリート)による陸上教室
自己ベスト:三段跳16m40cm 走幅跳7m10cm
主な戦歴 2014年日本選手権 三段跳6位

2013年シンガポールOP 三段跳優勝
2012年オリンピック強化指定選手
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・教職員、公務員の兼職兼業の扱いについて、現段階で部活動の地域指導者としての扱いの前例が少なく、制度の確認が必要となる、育休

中の教職員が土日の休日に地域指導者として関わった際の兼職兼業の取り扱いについても、現在、確認調整中となっている。

・今年度は地域指導者へは、総合型地域スポーツクラブスタッフで公認指導者資格を保有するコーチが地域部活動を指導しながら指導者への

指導講習も努めながら指導者の資質の向上を図った。下に載せた参加生徒におこなった「地域指導者についてのアンケート結果」より、指導スキ

ルについて約80%の方から満足という回答がえられた。ただし、一部全くそう思わないという回答も数名いるということを考えると、指導者研修をあ

らためてしっかりと行い、指導基準の設定も必要であることが考えられる。

・指導者と運営側の連絡ツールとして今年度はBANDを活用した、まだ利用方法になれない指導者も多く、連絡ツールの利用方法の研修等の

必要性も感じた。地域指導者と生徒との練習時間の調整が難しく、地域指導者によっては指導には関わりたいが、生徒の活動する時間帯に合

わせにくいという意見もあがった。

今後の
課題と
対応方針

地域指導者についてのアンケート結果より
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：イ：指導者の質の保証・量の確保

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・石垣島スポーツコミッション(石垣市スポーツ交流課)との連携で、合宿選手との練習スケジュール確認、地域指導者としての指導の交渉を

行った。

・練習指導内容については、1日限りの陸上教室のためトップアスリートの選手たちが普段やっている練習を中学生と一緒に行ってもらい、トップ

アスリートの普段の活動を自分たちの練習と比較したり、自分たちでも練習内容を考えたりするきっかけつくった。

・練習強度については事前にトップアスリート指導者と話し合い、中学生のレベルに合わせた指導を計画した。

・トップアスリートの指導方法を近くで地域指導者はサポートすることで、指導方法の研修となるよう努めた。

特に
工夫した
事項

・合宿に来る選手に、自らの練習の妨げにならないよう事前に打ち合わせ、日程等をしっかりと打ちわせすることが大切。

・トップアスリート選手には合宿滞在中には気持ちよく合宿を行ってもらえるようなサポート体制も築いて行くことが必要。

・企業登録している実業団選手の場合は、事前に所属チームの許可を受けることも必要になる。

・今後はトップアスリート選手だけでなく、チーム帯同している、監督、コーチ、トレーナーとも連携を取り、指導者の質の向上のための

講習会の実施等も計画できるように準備をすすめたい。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：カ：参加費用負担の支援等

今年度の活動の参加者の保護者より参加費に関してのアンケート実施

現在活動している総合型地域スポーツクラブ活動の会費との比較、運営に必要な経費等について検証をおこなった取組事項

・参加した中学生の保護者を対象におこなったアンケート調査の結果から、部活動が地域活動に移行した

際の月の会費については2,000円/月という回答が最も多く、最低額が1,000円〜最高額が5,000円と

なった。(※参加費が発生するなら参加はしない(無料)という回答1名)（図1)

・地域指導者への指導者金についてのアンケートの結果から、地域指導者が感じている、1時間あたりの

謝金の適正額について考察すると、1500円程度という回答が多い。沖縄県の最低賃金が896円であり、

最低賃金に近い1000円程度の回答者も2名いた。ただし、2000円〜3000円といった比較的高い謝

金が適正であると考える指導者もいる。(図2)

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

図1

図2

・今年度は実証事業初年度で参加者及び保護者には部活動地域移行の実証事業に参加いただき、地

域スポーツへの移行について考えていただくきっかけをつくるためにも、月の参加費については無料とし、スポー

ツ安全保険料実費とクラブ運営費用として1,000円/年を年会費として実施徴収した。

特に
工夫した
事項

現在、石垣島アスリートクラブの中学生クラス活動会費が5000円/月(週３回練習実施)であるため現在活動中のクラブ員の会費との調整も

必要になってくる。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

取組内容

▼取組項目名：キ：学校施設の活用等

「沖縄県立学校体育施設開放事業」を活用し、沖縄県立八重山商工高等学校グランドを利用した。

学校施設使用許可書の申請、体育施設開放許可日申請、県立学校体育施設開放事業管理指導員の選定取組事項

高等学校施設を利用し活動ができたことにより、中ー高連携の活動が可能になった。

グランドを借用した学校のサッカー部の監督(外部指導者)を地域指導者として登録し、中学生の土

日の部活動地域移行の指導者として関わることができた。

土日の部活動として参加した中学生は高校生と一緒に練習できることにより、より質の高い練習が

できるようになった。

高等学校の部活動は部員数減少により試合形式の練習が行いにくい環境であったが中学生が加

わり練習人数が増え活気づいた。

取組の
成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保証・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取り組み

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

他の部活動へ参加している、高校生や学校職員へ迷惑にならないよう、グランドまでの導線を確保

して参加を呼びかけた。

参加中学生が多くなることでボールを一人一つを基準として、準備して活用した。

学校施設で活用できていない、サッカーゴールのネットが老朽化して使えなくなっていたため、ネットを

張り替えて再利用して練習で活用できるようにした。

特に
工夫した
事項

登録申請は高等学校の学校長を通して申請が必要なため、学校とは常に連携をとり登録申請の準備を進めることが大切。

学校施設を利用することにより、練習備品の管理や補修、修繕等の費用についての協議も必要になってくる。

当該校のグランドを利用する他の部活動との利用時間等の調整などを密に行っていく必要がある。

今後の
課題と
対応方針
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【参加者アンケートより】

週に活動している部活動の日数を調べると週

2回という回答が最も多いがそれ以外の回答に

おいてほぼ均等な回答が得られた。

参加者の満足状況においては、楽しく参加できたという回答が87%、内容についての充実度は満

足・非常に満足したという回答が87%となった。どちらの質問においても不満足回答は0%であった。

参加について

【保護者アンケートより】

参加について

アカデミーへ参加させた保護者の意見からも

参加させて満足という意見が74%となった

保護者からは現状の部活動が存続した

ほうが良いという意見も約50%近くあり、

現状を望む気持ちも強いことが見れる

【保護者からの声】

・参加費が高額にならないか不安

・退会などの出場に不安

・他の習い事との兼ね合いが難しい

・地域に移行すると活動場所の減少が不安

・今後も続けてほしい
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２．実証内容と成果

参考資料（アンケート結果、広報物、協議会等で使用した資料の抜粋等）

【石垣島アスリートアカデミー(陸上部門) 募集チラシ】
石垣市教育委員会より各学校へ実施の告知をおこなった

【石垣島アスリートアカデミー(サッカー部門) 募集チラシ】
石垣市教育委員会より各学校へ実施の告知をおこなった
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真 【陸上競技部門】）

【地域指導者による体操指導】 【トップアスリートによる実技指導】

【日本スポーツ協会公認陸上競技コーチ資格保有者による指導】 【休憩時には中高生一緒に練習の話題で盛り上がる】
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２．実証内容と成果

参考資料（活動写真【サッカー部門】）

【八重山商工サッカー山本監督(地域指導者)による中高連携指導】 【地元中学校卒業後 ガンバ大阪ユースへ進学した川島コーチによる指導】

【中学生高校生が一緒になり連帯感を深めるための練習】 【高校生が中学生にアドバイスを行いながら活動を行った】
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３．今後の方向性

地域連携・地域移行の推進に向けた今後のロードマップ

※イメージ図

2023年度(R5) 2024年度(R6) 2025年度(R7) 2026年度
(R8)

実証事業

状況調査

総合型地域
スポーツクラブ
設立

石垣市 運動部活動地域移行 総合型地域スポーツクラブモデル(案)

陸上競技実証事業開始

サッカー実証事業開始

陸上競技実証事業(中高連携テーマ)

サッカー実証事業(中高連携テーマ)

クラブチーム活動状況調査

サッカー実証事業(地域移行モデルテスト)

陸上競技実証事業(地域移行モデルテスト)

その他 種目実証事業スタート
(バレー・バスケ・バドミントン・剣道 等)

教職員・部活動指導員・外部指導者
・地域指導者 活動状況調査

地域おこし協力隊採用

設立準備委員会発足

日本スポーツ振興センター活動助成金 申請

休
日
部
活
動
の
地
域
移
行

総合型地域SC設立

スポーツ少年団活動状況調査

一
般
社
団
法
人
石
垣
島
ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ

(

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ)

地域おこし協力隊
制度確認

石垣市教育委員会
石垣市スポーツ交流課
連携協力・情報確認

小学生 部活動・地域スポーツ
活動 意識調査
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